
“山形弁" と “宮城弁"

はじめに
東北方言下で， ひとく ちに南奥方言と言われがちのもののうち，

特に， 表哀の地位にある「“山形弁"と “ 宮城弁"J につき， その実
質をくら べてみる。

山形県地方の乙とばを見るためには， 一小言語休系. íもとやしき
弁」 をとりあげる。 (ζ れは， 山形市から西南lζパスで50分くらい
行った所の， 元屋敷部落の方言である 。 )宮城県地方のと と ば を見
るためには， 一小言語体系. íいそざき弁」をとりあげる。 ( 乙れは，
仙台市から東北lζ， 汽車でーl時間ほど行った所の， 般的部落の方言
である。 〉

( �もとやしき弁」の調査 41. 10. 7�13 
「いそざき弁」の調査 38. 10. 13�20 
両1'í. ほlまI司l時期の1週間調査である。 給米は， おのおの土地

人の検閲を得ている。

I 発音上のことについての比較
さいしょにお こなうべき この比較の， 体系的作業のうち， 今は，

藤 原 与

ヤ行音と呼んでまとめるととのできる一類のものについて， 双方の
発音のしかたを見る。

「いそざき弁」では， 特iζユについて， 乙れを[ぬ]と発音する。
「祝い」は日üwaeJor言わないJは， おい人が「ユワネーJで老人
は「ズワネー」。

「いそざき弁」の表記ICも. rもとやしき弁Jの表記ICも， カタ

カナを， 音声記号としてつかう。

イ ・ キ ・ シ . . ， . ウ ・ タ ・ ス ・ の母音は， 主として中舌

背。 キは多く[kÇïJ。

エでは[号]が多い。
ゆ 一一 一一

山形の「もとやしき弁Jでは. í言う」は[5ü:Jで. [fü:]とも
言う。「夕飯」は「シューハン Joí雪」は[fü5i]と言う 人があっ
たという。 [fikçi] [5i可jJ が聞かれる。 エlζ関しては. í亨τ=ァ
パ シ ェラベ。J (ええのをえ ら べ。 )íシェンナカ J (家の中)のよ
うな発音がある。 ヨに 関しては， た とえ ば「ショネサ‘ワJ (米沢)
という。 「ショレヤイ」と間乙えるのは「寄りゃい」のζと。「ショ
メスJ[ショノレメス]は 「夜めし」。 ヤは [fa]と発音する。 「シャー
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ゴザリヤス

〈いそぎき弁〉
ゴザ、ノレ

ゴザイマス，

ゴザリス

ゴザス

討、ス・ ゴス

くもとやしき弁〉
ゴザJレ

ゴザイマス

コ。ザンス

ローJ が「野郎J. 1シャ</ガタJが「山形Jo 1ゃったJ(1したJ

の窓)の「ジャ、':J �Jというのもある。 小学校の国語教室では.1茎
の ひしゃく」が. 1キンノ ヒヤクJと読まれていた。

以上， いわゆるヤ行音に属するものについて， 両方言の実情を見

た。 との見地において，双方問の顕著なひらきを見るζとができる。

ここに， 両方の， 発音基!庄の相違を， なにほどか， みとめることが

できょうか。

p、
r、

7イノレ

チョーダイ
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II いわゆる敬語法上のことについての比較
二つの方言を共時面で比較しようとする時， 休系的事態と休系的

事態とをくらべる。(くらべる操作では， 単一事実を扱ってもよく，

同時に複数の事実を扱っ てもよい 。)休系として， 大規模な一一方

言の全存在にわたるようなーーととがらがみとめられるならば， そ

ういう事態をとって， 両方言の比較をすることが望ましい。 さて，

方言という， 口頭語の世界のまとまりの中で， 大規模な休系的事態

とみとめられるのは， いわゆる敬語法であろう。 方言は， 口乙とば

のうえのものなので， まととにはっきりと， 対話の世界とみとめら

れる。 対話の世界なので， 個々のセンテンスは， 対話文として発現

する。 対話文は.1待遇表現」文とも言えよう。 待遇表現文に， いわ

ゆる敬語法に属することがつきまとう。 そ乙で， 方言の表現の世界

では， いわゆる敬語法が， 重要な現象を呈すると見られ， ことに，

文法上の， 大きな体系的事態をみとめるととができるのである。

今， いわゆる敬語法に注目して， 両方言それぞれの敬語法の事態

を， 対照的lζ表示する。
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ゴ ・ オ (接頭辞)

サン・サマ ・ ツ7<'(接尾辞)
灰商サマ・アン ・ ツアン

・ツア・チャン・チ

ャー

ゴ・オ(接頭辞)
サン・サマ(接尾辞)
込盟サマ・サン・ツ7<'・

ツアン・ツア・チャ7
. チャン

要素比較表とも見られる上掲のものの， 事項の内部lζ立ち入って
みる。

第ーに， 両方言がともに有する「 コ・ザJレ」類を見る。 山形の「も
とやしき弁」では， 動詞 「 コーザJレ」が， つぎのようにっかわれてい
る。

0シエンシ ェ， オボエテ ゴ.ザッ カ。
先生， おぼえていなさる?

これは， I コ、‘サ、ノレ」終止形の出ているもの。
0<'才=子 コ吊子すテ ケ[e]テモ 王[e]-。

毎日いらして下すってもいいわ。
「ゴサ‘Jレ」の連 用形が乙ζにみとめられる。

ーー ーー一一ーーーー一一一 ー一一ーー，ー�
0アー イッテ ゴザッシャエー。

ああ， 行ってらっしゃい。
乙れでは， I コ川tf';レ J の未然形「ゴザら」がみとめられる。「ゴザッ
シ ェ 」などとも言う。「ゴザッ」のお こなわれる頻度は高い。 「ゴザ
ノレ」の命令形はお乙 なわれない。

「ゴザイマス JI コーザンス」については， 言うべき ことがすくない 。
一方， 宮城の「いそざき弁」では，Iゴザイマス」系のも の と し

ては， I コV17ス」があって「ゴザリス」があり， I コVス」があ
って「ガスJ Iゴス」がある。打消の言いかたにも， Iゴザリエ[e]

ヲJのようなのがありJゴ右ヲJIガ シ」がある。変相暗む。
∞ 

「ガス」の例， ト
ーーー-- -------

0オパンデ ガスー。
今|ぬは。

「ゴザリ ヤス」の， また， かなりお乙 なわれるのが注意される。
0オドンゲデ ナインデ コ。ザリヤスッぺ。

おどけではないんでどざいましょうよ。

「 コ'ザノレ」動詞そのものは， 山形「もとやしき弁」でと問機， 未
然 ・ 述 用・終止の三活用形がおζなわれている。

0イ ツ ゴザツタ ノ ッシャ。
いついらしったの?

は述 用形例。 (おとなの男女によく用いられる。〕
一一一一一一--〆

。マダ コボザシャーイ[e]。
またいらしてね。

は， 未然形「ゴザら」例。 (使用頗度は低い。 )
ーー ー一 ー一ーー�〆

0<'ター コeサ、イ， ゴザイン。
またおいでよ， おいでね。

これも「ゴザら+イ ( イン)Jかと思う。
以上， I コーザノレ」類を比較した。 内面の相違は明らか であろう。

閉じくして， 而 も異なる。 そのちがいの， 一々が重要である。

第こには， 尊敬表現 用のI�シャJレ」を見ょう。 乙れの場合 もま
た， 双方聞の相違が顕著である。 (ーーともにI�シ ヤノレ」を保有
するのであるけれども 。 )

山形，1もとやしきJの方lζ， 言うべき ことが多い。 まず， 通常の
四段活用動詞lζ， 助動詞 「シャJレ」の命令形「シャイ」をつけた言



0> 
t、

回段化がある。
「くれるJ !ζ「シャノレ」のつく場合も. 1ケド1ラッシャ[母]エ

[e:JJとなる。 乙の乙とばづかいの慣用は， との方言に， いちじる
しいものがあって， とれと. 1ゴザッシャエ」とで， 当方言に. 1シ
ヤJレ」乙とばが， よく聞かれるζとになっている。

Oミンナ スワッテ ケラッシャイ。
みんなすわって下さいよ。

とれは， 男子の青年団長が， 会同で， 男女の団員諸君!C言ったζと
ばである。「ケラッシャエ (シ ェー)Jは， だいたい， おとなのさか
んにつかうととばで， 品位は上のよ うである。「ケラッシャイ」が

「ケヤッシャイJ!Cもなっている。
一ー 一一 一一一一 一ー一一ー�〆

Oサー， ゴハン アガッテ ケヤッシャ ェ。
さあ， どはんをあがって下さい。

「ケヤッシ ェ」とも言う。

以上， 山形「もとやしき」の「シヤJレ」乙とばの， じっさいの様
子を見てきた。I�シャル」は， そ う と う に勢よく生きている。 そ
れにしても， 活用形は， いわゆる命令形があるばかりである。「シャ
Jレ」乙とばは， 乙のー形でもって存立している。 その点，乙乙でも，

「シャノレ」乙とばがしだいに衰退して きたとと， かっ， 今後乙れが

衰滅するであろうととが， 考えられる。 が， それにもかかわらず，
今日なお， 乙の命令形のはたらきが， ζの程度にまで活発で， 乙れ
が， 待遇表現法のだいじなー契をになっているのは， 注目にあたい
する。「もとやしき弁」の 「シヤノレ」乙 とばの との勢に対して， 宮
城. 1いそざき弁」のは， どのようであろうか。

山形のに比して， 宮城のでは， 言うべき ことがすくない。

いかたが， おとなに， かなりさかんにおζなわれている。
0カ ーサネデ モテガッシャイ。

重ねて持ってお行きょ。 <食器を〉
乙れは. 1行くJという四段活用動詞が，うずもれかけている。「シャ
i」は「サイ」となるζともある。 ラ行四段の動詞iζ「シャイ」が
つく時は，

Oハヤク オワッシ ェ ハー。
早くおわりなさいよお。

のように. 1オワラJなどの「ラ」が脱落する。
Oイップク アガッシャイ。

一服， おあがりなさい。
と. 1アガラ」も「アガJと な る。 (ーーだ か ら. 1行ッテ コVッ
シャイ。」などの場合も. 1ゴザ」は「 コのザら」だろ う と考え ら れ
る。)

つぎに， 四段活用illIJ詞化したものへ 「シャイ」をつける言いかた
がとらえられる。

Oアレ 見ラッシャエ。

「見サッシャイ」は言わないという。「出ラγシャイ」は? と問く
と， 乙れは言わないと言い， かっ.r出ハレ ハー。」と言うという。
とζで， いくらか. I�シャイ」ととばの用語気分がわかる。「出ハ
ラッシャエ」は言う。 一老女が私lζ ダリヤをくれた|時は，

0サシテ ナガメラッシャイ。
さして眺めなさい。

と言った。 要するに， 当方言には. 1シャイ」があって. 1サッシャ
イ」はない。「サγシャイ」のないζとと と も に， 一段活用動詞の
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命令形ー形の みというととは， 前者同様であるが， そのー形のお
となわれるのは， 一般に稀とも言えるほどになっている。 そとで，

「シャルJととばは， 当方では， いよいよも って， 消失のいく歩か
手まえのものとされる。 私は， 主として， 老人たちの自然、会話の中
で， í�シャエJを聞くととができた。 ( 老人には限らないもののよ
うではあるけれど 。)

一 ーーー一ー/
Oヤラシ ェー。

とれは， 老男が老女lと， ひとつお歌いよ， と， す す め る と とぱ。
「ノ マシャエ 。」は「お飲み よ 。」である。「ノ7γシャエ 。」ともな

るが， 動詞と 助動調との問IC， イ足音の出ない方が， むしろふつうの
ょうである。 さて，

0オ チャ ノマシャエー。
は， íオ チャ ノマ ェ[e]ン。」と同じ， とのとと で あ った。 とれ
で， 当方言の「シャル」ととばの使用気分， 敬意度がわかる。

「いそざき」にも， íサッシャイ」は な く て， í起キラシャエjが
ある 。「ウケラシャエ」がある。 動詞を四段活用動 詞化して， それ
に 「シャエ」をつけている 。一一 (íシャイJ 1ζ対して「ラッシャイ」
をとり立ててもよいようなととである 。)

Oヂンツァマ オキラシャエ。
じいさん， お起きよ。

Oヤッカラ ウケラシャエ 。
ゃるからおうけなさいよ。

ζれらの例については， íむかしのととばだ 。Jとか， í老人同士でJ
とか， 人は言っていた。í�ラシャイ」の言いか たを す る傾向のつ
よさといえば， íもとやしき」での方が， いっそうつよかろう。

r�ジヤルJ IC関して， 総体的な見か た を し た場合， たしかに，
山形「もとやしき」 の方が， 一倍も二倍も，íシャル」ととばのさか 宕
んなものを見せていると言うととができる。

第三lとは， 尊敬表現法助動詞，í�サイJí�イJí�ナイ」をとり
あげる。 ζれらを用いる言いかたとなると， おもしろいζとに， 存
立は， まったく， 宮城「いそざき」がわに限られているのである。
山形がわと宮城がわとの， 大きな差異がζとにみとめられる。

はじめにí�サイ」を見ょう。
0オキサイン ヨー。

起きなさいよ。
Oオキサイン ワー。

起きなさいってば。
0オキライン ワー。

起きなさいってば。
0ゴハン タベサイ。

ごはんをたべなさい。
ーーー ーーーー_./

0タベサイン。
おたべなさいな。

「サイ」は「サインJíサイン」となるととが多い。í:/ J íン」がつ
けば， それだけ， 乙の乙とばづかいの待遇効果， 相手へのものあた
りが， やわらかくやさしくなる。 何かを， きっとなって言う時は，
たとえば「ヤメサイ! Jと， 鼻音なしに言 い き る と い う。 上の例
は， 一段活用動詞ICíサイ」のついたものである 。 一一「サイ」ま
たは「サイン」の， 命令形と言いうる形のものだけがおとなわれて
いる。 「サイ」の慣用の， わけでもい ちじ るしい のは， íケ [e]



干才ヲ」の言いかたにおいて で あ る。 (乙れは，
のであろう。〉

ー一一『ー ーー一一一ー/
Oタベテ ケサイン。

たべて下さい。
Oタベテ ケサイ ヨ。

「ケサイン」が. íアガッテ
いる。

「サイJは「なさい」の「サイ」だろうか。
Oト ーッテ ケーッカラ， マーッテ サイ。

とってあげるから， まってなさい。
ζういう「サイ」も. íなさい」を考えさせやすかろう。
「なさい」系のものである ことの， はっきりとし て いる「ナイ」

「ナイン」が， ととに， 並びおとなわれている。
0オアガンナイン。

おあがりなさい。
Oタベナイン。

といったぐあいである。「ナイ」命令形があるばかりである。
0シ ェンシ ェ， ゴランナイン。

のような言いかたもする。
一一一一一一一一 一一一/

Oワタシノ ウッツァ オンナイン。
わたしのう ちにおいでなさい。

など. íオンナイン」の言いかたが， よくお こなわれている。 もう­
-ーー，〆'

つ， よくお こなわれるのは. íクナイン J (くれナイン) である。

さて. íナイJ íサイ」とともに一類をなし， 同種の作用を示すも
のに (一一ーつまり， 相手に軽く 敬意をあらわす時lとつかわれる もの

IC). íィ」がある。 ζれまた， 命令形とも言うべきもの一本で立っ
ているものである。 とれは， もはや， 乙ういう， 無活用の助動詞と
言ったのがよいかもしれない。 1ロドリゲスは， 大文典で. íサイ」
と「イ」とを， 並べて扱っている。 ともかくも. íイJíイ:--Jの実
例をあげてみよう。

ー一一一ーーー ーーー----
Oシ ェンシ ェ アカ。イン。

先 生， おあがり。 <芋を〉
一一一一ーーー ー一 一一一一ー〆〆

乙れは. íシ ェンシ ェ タベサイン。」と， すぐに言いかえられた。
(用法上. íイン」と「サイン」とが， まったく， つれあい関係にお
かれている。)

0タベテ イガイン。
たべてお行きなさい。

Oフロサ ハイライン。
風自におはいりなさい。

「イン」は，いろいろの四段動詞lζ， 自由につけられている。「イン」
の出てくる例は多い。「イン 」が「エ〔巴]ン」と聞 こえる乙とも多

「くれサイン」 な

一一/

サイン。」など. íサイン」ともなって

...... 
∞ 

ーーー ーーーーー〆〆
07タ コ。ザイン。

など. íコーザ‘イン」のお乙なわれるととが多い。 乙れも「コeサ‘らインJ
だろうか。「コeザイン」が「ガイン」にもなっている。

「イン」が「サイン」とつれあう乙 とを， さきに見た。 土地の人
びとが， 乙の二つを， 似よりのものとして把持しているらしい乙と
は， 前の例. íオキサインJ íオキライン」でも見る乙とができた。
ζとにもう一つ例を出す。

一一一ーー ーーーーー一一./
Oアメγ コ ナメサイン。
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一ー 一ー一ー/

アメッコ ナメライン。
飴をおあがりなさい。

二つの言いかたが. r閉じ言b、かた」とされた。 それから. rナメサ
ーーー'〆
イ "Jの方がて い ね い だ と か， ちょっと東京に近いとかの説明が

一一一一ー---
あった。「ナメライン」は「在郷の乙とば」だという。 (さきの「オ
平ヲオヲ」は， 子どもなどに言うものとのζとであった。)rナメサ
ー一一J 一一一一『ー---
イン」と「ナメライ"Jとが， ーそろいのものとわきまえられてい
る ことは明らかである。 とういう乙とからして， 私どもは，用法上，
r�サイ」の言いかたと. r�イ」の言いかたとを， 関係、深いものと

ーーーー一ー/ ー一一ーーー/
うけとらざるを得ない。「ナメサイン」と「ナメライン」との対比
のさせかたからは， 私どもは， 両語法の同律であるととを， みとめ
ざるを得ないのである。

一四司ーーー---
「ナメライ"J などは， 一段活 用動詞の四段化を見せているもの

ー一一，〆
である。 こ こで. rハイライン」などの， 通常の四段活用動詞に「イ」
「イン」のつく場合も， それに合わせて見るととができる。 かくし
て， すべての「イJrイン」は. rサイJ rサイン」との対応事情のも
とにあるものと解するととができる。

「イ」の起原は不詳と言いたいのであるが， 現状での， はたらき
からすれば. rィ」も. rサイJ IC類して. rなさいJ系のものである
ように恩われる。

となると， 上来のr�サイJr�ナイJr�イ」三者は， けっきょ
く. rナサイ」類としてくくってもよい ことになる。

ζのような， 命令形だけではたらくのにきまった. rなさる」とと
ばの特殊な一類は， 山形がわの「もとやしき」には， ついぞ見られ
ない。

以上のように， いわゆる敬語法に関して， 両方言を見くらべると，
共通性とともに， 非共通性をも見いだす こ と が で きる。 助動詞の お

「マスJ rデス」の使用についてみても， 双方ともにとれらを有する
とはいえ， 実相には差異がある。「もとやしき」では. rマスJ rデ
ス」の使 用が目だたない。 乙れに対して. rいそざきJでは. rマスJ
の「スJ. rデス」の「ス」をよくつかう。

ーー _./ 
Oタメン ナノレス カ。

ためになりますか。
一一一一一一一一一一一ー 一__./

Oコoエ[eJンス カー 。
五円ですか。

III 文末の訴えことばについての比較
論点を移して， 今度は， 対話文の文末を問題lとする。 対話文は，

待遇表現文として， 文末で， 特定の訴えの効果をお乙す。 ζの効果
をになうのが， 特定の「文末の 訴えととば」一一文末詞ーーである。
人びとは， 方言での表現生活において， との文末の乙とばを適宜に
迩 用し， 訴えの生活を満足させている。

それゆえ， 文末の乙とばに目をむける見かたは， 対話の世界とし
ての方言の， その生活相を見るうえに， 重要な見かたとなる。 今は
ζの考えかたによって.rもとやしき弁J rいそざき弁」それぞれの，

「文末の訴え ことば」の体系的事態をとりあげ， 両方を比較してみ
る。

はじめに比政表をかかげる。
ものをかかげる)1民序は， 私の分類案による。(分類区分を. * 印

で明らかにする。)
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ζの対照の表覧が， ひとまず， 双方の「文末詞」体系事態の， 比較
表と言いたいものである。 一見ただ ちに， 両方言での差異を見てと
ることができょう。 以下に， ζの中のいくらかの項目をとりあげ，
そのおのおのに立 ち入ってみる。

第一lζ， 山形「もとやしき」の方で， í文末訴え音」としたものを

見る。 一例，
Oオッ亨二コミァー.
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大きいだろう? <芋が〉 などと， 助詞も承ければ，
一一ーー一一ー一 一ーーーー戸J

では， 文末のァ音が， 特定の訴え効果のものとうけとられる。 乙の Oヌゴラセ ッペッ シャー。 à5
7音を， 1文末 訴え音」と言う。 訴えかけようとするので， 発言のむ ぬぐわせましょ う。

すびで， 1ベ」の[e]音が， [a] 音lζ聞くのだろう。 乙れは， 訴え などと， 助動詞も承けるありさまである。

かけの心理からの， 当然の帰結と思われる。 ζの「ァ」が， 1ヤ J Iζ 要するに， 1文末訴え音」と考えられるものは， 1もとやしき弁」
間とえるととにもなる。 そとに， 文 アクセント の高音郎がくるとと
にもなる。 と， そとの部分の訴えかけ性は， いよいよ顕著になる。

宮城「いそぎき弁」では， ζの「文末訴え音 J 1ζ関して， 特殊な
現象が見いだされる。 それは，

0ナンポ ッ シャー。
いくらですか。

などに 見 ら れ る「シャ」である。「いそぎき弁」では， とれが， 男
女老若lとしきりに用いられ， 1もとやしき弁JICは， 乙 れ が な い。

「シャ」は， 東北弁にいちじるしい文末詞「シ (ス) J (起原は「もし」
と考えられる) IC， 1文末訴え音」の「ァ」が添わってで き た も の
(1ジァJ > 1シャJ) と思われるのである。

0ソーユー カンケイッ シャ。
そういう関係なんですよ。

体言を承けて， むすびlと， 1シャ」の来ているのでは， 文表現がま
ず「シ」とむすばれた様子が明らかであろう。 そのむすびととばが
[ァ] 音に開いて， 1シァ」ができ， やがてそれが「シャ」となった
と恩われる。「シャJは「シャイJともなっている。 ともあれ， で
きた「シャ」は， よくおとなわれ，

Oズーナナサイカラ ッ シャー。
十七歳からですよ9

「いそぎき弁」の双方で， そのはたらきを示しているが， 結-果とし
て現出しているものでは， 双方の大差がみとめられるしだいである。

とζろで， 山形「もとやしきJがわには， さきに東北 弁の「シ
(ス) J と言った， その「ス」 が， さらに言えば「シ (ス)Jの類が，
それとして， よくおとなわれており， 乙の点では， 乙 ちらが大いに
異色を呈するζとになっている。 一一ー「いそざき」がわには， 1シャ」
の固定形の用いられるととはあ っ ても， 1シ(ス)Jの類の， それと
してお乙なわれる乙とはないのである。

「もとやしき」の， 1ス」 その他を見ょう。
Oコンニチワー ッ ス。

今日は。
Oコンパンワ';; スー。
Oオハヨー ッ ス。
0ドーモ ッ スー。

どうも。 <買いものをして庖を出る。〉

じつに自在に「ス」をつかう。「ス」がつけば， ょいとと ば に な る
のだ， などと古老は言う。

0ンダ ナース。
そうですねえ。

0"ダ ナ ッス。
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レ」というのを， 想像したくなる。 その，tワレ」の「レJ 1":ついて

は， 以上のように， 両方言lζ， い ちおうの共通性がみとめられ， か
つ， 両方言聞に， 若干の相違がみとめられる。「マレ」の有無とい
うようなととになると， 差異は歴然としてくる。

「ワレ」系の「ワ」の類は， どうであろうか。 宮城「いそざき弁」
では， íワ」文末詞がさかんにおとなわれており， 用法にも， 注目す
べきさまざまのものがある。 が， これに対する山形がわには， íもと
やしき弁」に， íワ」がない。

「いそざき」の「ワ」を見ょう。「タベテ
れ。) と言えばヤリ ッパナシで，

0タベテ ケライ ワ。
と言えば， ちょっと上品になるという。

0オツカイニ イガイン ヨー。
0オツカイニ イガイン ワー。

「お使いに行きなさい。」と言う場合の， 上の二つでは， íヨー」とむ
すんだ方が， í十分五分ぐらいはおくれでもよい」方で， íワー」と
むすんだ方が， íすぐに行かねばならぬJ方だという。

0ナンジン ナ ッタ ワー。
これは， í何時になった?Jと問う場合の「ヮ」。

ー/
Oオチャモ アゲナイデ ワ。

ζれは， もてなさなかったととをととわる「ワ」。
Oムイテ タベロ ワー。

とれは露骨に命令する時の「ワ」。 むろん， íネー
など， 東京語流の「ワ」もある。

「いそざき」の， ζのような大勢に対して，片や， íもとやしき」

ー一一-ノ
ケライ。J ( たべておく

ワ。J (ないワ。)

などと， rスJが他のものと結合したものもできて いる。 乙うした
ものが.íシャ」をさかんに言う「いそざきJ ICは， 見いだされない
のである。

第二IC， íワレ」という語lζ因由すると思われる文末詞， íレ」の
類， íワ」の類を見る。

山形「もとやしき」では， íレ」が， つぎのようにおζ な わ れ て
いる。

ー一 ーーーーー---
Oンダ リャー。

そうだな。
「リャー」は「レァJ， すなわ ちもとも と「レ」だと思う。「レ」が
「ナ」にむすびついた「ナレ」もある。

0アノ ナレ。
あのねえ。

0サムイ ナレー。

「レ」が「まあ」にむすびついた「マレ」もある。
Oオドーノ子才ヵす亨亨モ ア)1/ヲレ。

社殿のない神さまもありますよ。
さて， 宮城「いそざき」はというのに， 今度は「レ」がある。 た

だし， 単独ので は な く て， íナレ J íネレJíカレ」が見られるので
ある。

0ンダガラ ネレ。
だからねえ。

は「ネレ」の例。「ネーレ」ともなる。
「レ」は「ワレ」から来たものと考えて よ か ろ う。 文末の乙とば

として， íレ」のはたらくのを見ていると， 訴え乙とばとしての「ワ

RR
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録
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IC， rヮ」がおとなわれないのは， 大きな ちがいである。
上来のととを考慮しつつ， rもとやしき弁」 の文末詞存立状態と，

「いそざき弁」の文末詞存立状態とを， さきの比較表覧によって対
比検討してみる。 と， 双方問の質的相iliがlì(j;認されてくるのである。

むすび
一つ。「もとやしき弁」と「いそざき弁Jとは， そ うと うに顕著

な対立状態を示す， あるいは示しもすると言える。“111形弁"と“宮
城弁"とは， つねには一括しにくいものであろう。

東北方言の区わけで， 南奥方言という切りとりかたがある。 それ
も有意義であろう。 が， 一口lζ南奥方言と限っただけではすましに
くいものもある乙とが， みとめられなくてはならないと恩う。

二つ。 今後は， 奥羽地方のととばを， 太平洋がわと日本海がわと
に見わけた見地で， くわしく見ていくしごとを， 重んじるべきだと
思う。 そういう研究展開が， あってしかるべきだと思う。

三つ。一一ー一般論になるけれども一一， 方言を『方言』としてと
らえ， その統一休を， 微視的にも巨視的にも精査す る し ご と を，
もっとさかんにしなくてはならないと思う。 そうしなくては， はっ
きりとしたζとは， 言えない。 くわしいととも言えない。

やるとすれば， どの方言についても， 精密な作業をおとなう乙と
ができょう。 各地の方言は， 今日の変転はげしい時勢のもとでも，
なお， 多面的多角的lζ， 多くの重要な事実を教えてくれる。 私ども
は， 現実の方言を， 現実態として， 国語現実として， jEしくとらえ，
深くしらべたいものである。

ほんとうの概説をなしうるのは， それからのととであるうe

小方言についての深い研究作業が， かγ多くAできたとずるか。 そ
れらを根底とする時， 本格的な地理学的研究も可能となる。

(42. 6. 21) 

一広島大学教授ー

富


